
【とき】　平成15年12月10日（水）18：30～20：40
【ところ】府立女性総合センター（ドーンセンター）　５階
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【質疑応答・議事録】
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交野市：Ａ

　このような計画はいいことだが、計画の策定にあたって、所有者の意見などを反映しているのか。
(府森林管理課）
　森林プランの委員には大規模山林所有者の方に参画してもらっている。
　また、森林所有者と直接話をする機会があり、放っておいて欲しい等前向きでない意見もあったが、森林をいい形で子孫に残したいとの前向きの意見も多かった。広葉樹主体の所有者の場合も同様だ。
　能勢町財産区の事例では所有林をNPOに開放して地元に喜ばれたケースもあった。
　ボランティア活動について契約書を交わし、活動そのものを所有者に見てもらう、さらには地元自治会にも参画してもらう、などの対応でボランティア活動に対する理解を深めてもらい、取組を進めている。本来は地元から要請を受ける形がよいと考えている。
[image: image3.png]


枚方みどりのＮＰＯ：Ｂ

当団体では間伐を主体に活動を行っており、活動地を枚方市だけでなく京都側にも広げている。間伐の必要性を実感し、民間の土地でも放置せずに手を入れていかないといけないと感じている。
　今度、市の教育委員会の手伝いとして竹炭づくりにも取り組みたいと考えているが、炭焼きをするための場所や炭焼き窯など機材の提供や指導などをお願いしたいがどうすればよいか。
(府森林管理課)
森林組合や管内の事務所（Ａｇ）に相談してもらえば応じたい。
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池田市：Ｃ

私たちが行ったアンケートでは、所有者の土地や境界を正確に理解している人は10数パーセントだ。所有境界が不明な場合どうしたらよいか。
　また、企業の所有者地では、企業も森づくり協議会の中に入れればよいと思うがどうか。
(府森林管理課)
人工林は森林組合が把握していることも多いが、里山(広葉樹林)は所有者すら分からないケースもある。大阪府が全ての土地について無理やりに整理をするのではなく、地域や状況に応じて考えていきたい。2つ目の件については、森づくり協議会のメンバーの一員として企業の参画も前向きに取り入れていきたい。
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枚方津田共有林組合：Ｄ

　私たちは、今度、財産区有地で森づくり委員会を立ち上げる予定である。
　今後、子供たちに山に親しんでもらうことが一番大切であり、そのためには大人が率先して森づくりに取組むべきで、組合員自らも除間伐をしている。しかし、森林へ入るには既存の自然歩道や踏みあと道しかなく、車の通れる作業道が欲しいが、府の助成等はできないか。
　また、いままでは針葉樹の人工林の整備だけであったが、今後は子供も楽しめるような森林の整備(どんぐり、果実、昆虫など)も進めたいが、我々の共有林の土壌・地質で可能かどうかを知りたい。
(府森林管理課)
　作業車道の整備は進めたいが、予算の関係もあり、府の財政上厳しい。
　2つ目の件については、現地を確認する必要もあるので事務所(Ag)に個別に相談してもらいたい。
　本格的な作業車道の整備は難しいが、幅1.5ｍ程度の作業道であれば民間助成制度を活用する方法がある。また、保安林制度の中で府の治山事業として整備することもある。
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都市近郊の森を育てる会：Ｅ

森づくり委員会では府が主体か、又は市町村レベルのものでは、府がまとめ役か、行政の立場を教えて欲しい。また、我々は多くの地域での活動を望んでいるが、相談の窓口はどこか。できれば行政の窓口ネットワークをつくってもらいたい。また、この計画のイメージでは規模が大きすぎて地域に根ざしたものになるのは難しいのではないか。
(府森林管理課)
　行政の立場としては、地域の人たちの自発的な申し出に応じて、森林所有者に連絡しその間を取りまとめるという立場をとっていきたい。委員会の主体は地域であり、地域によっては様々なタイプの委員会ができてよいと思っている。大阪府での里山保全という意味での窓口は当室である。相談に応じて団体や指導者の紹介などもしていけるし、また、ケースによっては市町村とも連携していきたい。
　現在は、個別の相談に応じて森林所有者に了承を取り付けていく仲介的な形式を行っている。
　当室に所有者からボランティアに関する相談もあるので、森林整備を望む所有者の登録をしておき、ボランティアからの申し出に応じてこれを紹介していくシステムづくりができるのではと考えている。
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能勢町：Ｆ

予算がついてないとのことだがどうするのか、基金等を積み立てるのか。最終的に条例化も考えているのか。森林は木材生産の場だけでなく、生態系の場でもあるのでその点も森づくりの目的に入れてほしい。コンソーシアムは本当に今年度中にできるのか。
(府森林管理課)
当面、基金化は考えていない。現行制度を利用した予算化を考えている。
　森づくり委員会の立ち上げへの助成であれば、国土緑化推進機構の助成などを利用することができる。条例化については、独自の条例の制定がよいか、現行の自然環境保全条例の中に森づくりの取組を位置づけるのがいいか、検討中である。
　生物の多様性からの視点を取り入れる点については、検討したい。荒廃した竹林などでは生物の多様性が衰えている事例もあると思う。
　現在、竹資源についての行政、企業、NPO、研究機関を含めたコンソーシアムを調整中であり、今年度中に立ち上げる予定である。
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柏原市：Ｇ

簡易路網を府も見習えばよいと思うが。現地の間伐材などを使ってつくる自動車道のことだ。
(府森林管理課)
ある林業者の方のやっておられるような小規模の作業車道は重要だ。助成するとは言いにくいが、できるだけの支援は考えていきたい。大規模な道は森林の保全の点からも難しいので、小規模な道で考えていきたい。
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枚岡神社：Ｈ

推進ガイドラインにおける社寺林の位置づけを教えて欲しい。
(府森林管理課)
個人の所有山と同様である。所有者形態の一つの要素として考えている。
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岸和田市：Ｉ

私の最も関心のある水産業、漁業者との関わりはどうなっているのか。森と海との関係は重要である。今年の植樹祭では海がテーマだった。林業を否定しないが、生態系なども大切である。教育問題など外の分野のことに口を挟んでおきながら、それよりも密接な関係の水産業をもっと取り上げるべきで、府の森林管理者の立場として最も注目すべきだ。
(府森林管理課)
　意図的に抜いたものでなく、当然入れておくべきことだ。申し訳ない。岸和田市の取組や泉州事務所でも深く関わらせてもらっている。教育に関しても、農、食、里山とともにバラエティー豊かになるように配慮したい。
　和泉、岸和田、泉南、泉佐野の4か所でそれぞれ海に目を向けた森づくりに取り組んでおり、間伐材を利用した漁礁の研究も行っている。このテーマは是非計画の中に取り入れることにしたい。
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堺市：Ｊ

バイオマスの利用などにはインセンティブが必要と考える。それが記載されていない。
　森づくり委員会では、行政がボランティアと森林所有者との仲立ちをするものと考えてよいか。
(府森林管理課)
　支援策については資料にもあるとおり。現在、環境問題の点からも国の施策としてバイオマスに取り組んでいくこととしている。しかし、まだ始まったばかりであり、形ができていないところも多い。そういう状況の中で各省庁の助成制度を利用して、本府でも進めていきたいと思っている。
　2つ目についてはご意見のとおり。府だけでなく市町村、自治会などでも取り組んでもらいたい。
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交野市農とみどり課：Ｋ

府では、農業、林業施策のビジョン、プランや協議会、委員会などを作っているが、府は言うだけであり、一向に出口が見えてこない。どんぐり銀行などはその例だ。苗をもらってもどこに植えるのか、植える場所がない。いろんなことに取り組むのはいいが、その後をどうするつもりか考えているのか。
　里山づくりにも４つのパターンがあるとの説明だが、府はこれに対してどういう支援があるのか。支援をせずにそのまま放ったらかしになるのではないのか。
　府として、やっていく支援・助成の内容を明確にしてプランの中に入れ、府の立場を明確にすべきだと思うがどうか。
（府森林管理課)
予算についてこの場で断言するのは難しい。現在は、森づくり委員会を始めていくとの考えで、具体的に100年の森はこう進めていく、というように明確なプランについて言うことは難しい。
　将来的には予算や計画をきちんと決めていかなければならない。今後、できるかぎり取り組んでいきたい。
　どんぐり銀行の苗木を植える場所については、各地域の箇所は把握していないが、堺7-3区や中央環状線沿いなどでの検討は行っている。
